
合板に関する研究 (第 10 報〉

}，J(素樹脂接着剤にパラフインエマルジョン

添加による合板の接着性能への影響

緒 τ= 
E司

堀 岡 手目 典(1)

合板，ランバ コア一介板，パーテイグルボード等の接着による改良木材の多くは，尿素ホルムアルデ

ヒド樹脂によって様替が行われているつこれらの改良木材のうち，パーテイクルボード‘においてはパラフ

イシを添加することによって湿気的性質の向上を計っている。このことカ、ら合板においても，合板の接着

層を耐水性化または~~i水性化して品質を向上させるため，パラフインを接着斉IJに添加して接着性能および

透湿性を検討した次第である c

さらにパーテイクルボードにパラフインを添加するための基礎資料をも得んとした(

しかし，尿素ホルムアルデヒド樹脂はジメチロール尿素， メチレシジ尿素などが水に分散しているもの

で‘あって，固形パラフインを分散させることはできなし、。したがって，固形のパラフインをそのまま尿素

ホルムアルデヒ r州日行に混合すれば，部分的に接着力，耐湿性等に犬きな変化をあたえ，また接着性能の

低下が考えられる。それゆえ，できるだけパラフインの粒子が小さい:民営で尿素樹脂に平均に混合するよ

うに，パラフインが水のエマルジョンの状態のものを用いて尿素樹脂:こ添加混合接着して，パラフインの

添加量と接着性能および透湿性等の関係を検討した。

本実験は東京農工大学林学科小沢崇利君および接着研究室の各位の協力を得て行ったものであることを

ここに付記するけ

I 供試材料

1. 単板実験に使用した木材の樹種はラワンおよびカパを使用した。そのlìi板は当場応用研究室にお

いて，加工研究室および乾燥研究室の各伎により調製された厚さ1. 5 mm ， ロータリー単板を使用したの

2. 接着剤東洋高圧製ユーロイド骨120 の尿素ホルムアルデヒド樹脂を使用し，レジン率は約 70%で

あった。硬化剤は関東化学製塩化アンモンを蒸留水で 20% 液iこして使用したc

3. パラフインエマルジョン パラフイシを乳化剤でエマルジョンにした Acolone を使用した。その

性質は Solid content 40-45%，パラフインの融点 125-1690F，パーテイクルの径 1-3μ ， pH 7.0, 

表面張力 70-71 dyne/c別であるい

(1) 木材部材質改良科長兼接着研究室長・農学情土
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合桓の製造111 

合;k本を一定にするため!日j係制度約 65% のわ[極相JN;rました ì(l板を 25 cm 角に ]1&断後，含水率1. 

カパとも:二根室iこ 1 週間B宮内し，ほぼ 12% の含水率にしたもの各 60 枚使用したc その中ょうラワン，

カバ 12.59合，ラワン 12.09ム 12.39ム各 2 枚を]反り乾燥桁Hこて絶乾重量とし，合水'f;を求めたと二つ，

ラワンさらに，すべての市板について Siemens 含水木測定加で測定したところ，12.09/óの結果を得たc

カバ 7.5---119i，平均 B9i であった7.5~8%，平均 8%，

以l:の ìfí，板を桁品目視察にて，各 ììí.恢の本J:q!に土、l して平行な3!l 0) rl-l央 2 カ所をマイク

ロゲージによって測定したところ，第 1 夫のご

単板の厚さ

Table 1. 供試市板の厚さ

Thickness of used veneer 

Thickness 

2. 

とき結果を得た。

単板の比重(第 2 表)3. 
恥1ean乱1in.Max. 

桜者に使川する尿素ホルムアノレ接着剤4. 
?ηm mm mnt Species 

デヒド払Jfli1および片lLイヒアンモン 20% みをと，パ
1.6'1 1. 50 1. 75 Lauan 

ラフ 1 ;/ _..マルジョンの配介l土第 3 友のごとく

である c

1. 48 1.40 

Table 2. 供言\1)'l板の比1ft

Specific gravity of used veneer 

, Specific gravity 

1. 70 Kaba 

以上配合した接菅斉IJを 3 ply の

イ'H佼に守、j し 1 擬普1\'ヴ、竹り 15 g/(30 cm)' の割合

にあらかじめ計'rr し，各イ干板 (25cm x 25 cm) 

主主付量~. 

Mean 

g/cmユ

Min. 

g/cm" 

Max. 

g/cm' Species 

Table 3. 接着剤の配合

Preparation of adhesives 

Hard巴nerParaffin w日文 , “ ハ
三二日;・;了~ (NH,Cl 20%¥ 
~"'昼............~ ...，μ\ sol. J 

ごとに所~:量を塗nーした。
0.530 0.478 0.604 Lauan 

泊FE式のプレスを用いw締力

ラワン 10 kg/cm' , ;'令!'F?時

圧締条件

カパ 15 kg/c削g，

6. 
0.638 0.562 0.692 Kaba 

/11] (室品 18'C)，熱EI~ 5 分(100士 5"Cl の条 ('j二

にて製作二したが， J1/ô積i侍f1ilは約 10 分間であっurea re Marks I ~ 
adhesive 

fこ。

以上の条件において 25X25 cm 角介板を接着
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剤iこ添加するパラフインの添加量の変化の段階

カパともにそれぞれ 3 枚，イ子計ごと tこラワン，

カバ各 18 枚の試験合板を製作したコラワン，

試験方法およびその結果店

試作合板より試験片の製作は Fig. 1 試作合板より試験片の製作1. 

?こ示すとおりである。

Aの部分は常態接着力;弐験片 (5 片〕

B の部分は温冷水接着力試験片( 5 片)

C の部分は直径 8cm の透水カ Y プの試験片 (3 片)

尿素樹脂接菅剤lにパラフインLマノレジョン，硬化剤

を添加して pH，粘度，凝周~寺聞の測定を行った。

接着剤の性質2. 

6 

C 
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Table ~. 

接着剤(パラフインLマルジョン，硬化剤添加)の性質

Property of adhesives mixing para妊in \v日X

emulsion and hardener 

(堀岡)t第 10 報)合紋;~ry，J-j-る研究

メ

ーターを用いて， 20土 0.2 Cλおいて ìilU

東 111(;正波製のガラス占械 pHpH )
 

l
 

(
 

定。

Gel-time 

(附 il1 ) 

Viscosity 

(cp) 
pH Marks B型粘度計、ニょ;) 20土 0.2 C;~ 

才干し、て i!!1J定

粘l立(2) 

135 
145 
155 
165 
265 
335 

1.08 
4.10 
1.08 
1.10 
4.15 
1.20 

11 ,960 
10 ,840 
9 ,600 
8 ,000 
6 ,340 
4 , 400 

A
B
C
D
E
F
 

li9!イヒ斉IJを添加i した 1~{後か(3) 凝問時間

ら， !次回するまでの時間を 20土 0.2 Cι 

おいて測定ご

Table 5. ラワン合板の接斎性能

The properties of adhesion of Lauan pJywood 
glued with urea-formaldehyde resin adhesive 

mixing paraffin wax emuJsion 

Hot and coJcl 
bath test 

Min. Mean Max. 乱1in. Mean 

17.50 18.7 13.6 16.00 
18.75 19.5 13.0 11.16 
15.23' 20.6 ' 12.0 . 1:".25 
1 日 .03 17.0 1 1. 5 Lj. 74 
14.98 19.4 8.8 13.95 
17 ・ 25 17.9 10.2 I 13. 14 

これらの試験紡呆は TabJe -l i二示すむ

試作イ干般の接着性能は介紋の接着性能3. 

常態按日コt..:!.'~林規路 (1956 "1ミ i1[l1定) :こより，

着力ぷlぬおよびJはィfuk沿せき試験を行ったり E決
NormaJ test 

Max. 
乱1arks験Jìーのみぞの{、j け方および引政方向はj阪のコザ同J

ラワに行った。なお試験時の合板の含水不は，

13.9 
13.0 
11.5 
15.2 
10.7 
14.4 

19.7 
19.8 
19.2 
21.1 
19.8 
21.6 

A
B
C
D
E
F
 

カバ 13.5%，接着性能試験の品切4

(J Table 5 および 6 に去すc

ン 13.4%，

透湿量の測定4. 

Table 6. カパ合放の接着性能
The properties of adhesion of Kaba (Birch) 
plywood gJued with urea-formaldehyde resin 

adhesive mixing paraffin wax emulsion 

Hot and coJd 
bath test 

Lfin.lhfear1 

27.57 
24.45 
25.07 
23.36 
25.74 
24.21 

Normal test 

孔1ax. Min. Mean. 孔1ax.

40. 0 ' 28. 2 34.05 3 1. 5 , 17.0 
35. 8 I 26. 2 3 1. 38 28. 8 I 18. 7 
35.5 25.3 28.37 28.8 18.4 
35.2 20.8 27.49 29.3 18.7 
39.2 19.0 29.60 35.4 17.6 
40328313M813141168 

この測定のために Fig. 2 ，~示すようなj垂水

これは 2 悶のカップよりな

このIti1に t試験片をはさみ，一方のカップの

カップを使j十]し 7こ k

, h
川
ノ

Marks 

中iι ある気イ本はI試験片をj返らないでは他方のカ

ヅプへは行けない構造となっている。しかし実
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F
 

際には試験片の本口町およひ、パッキングの当る

聞からもれることもあるので，実験によりグリ

スをこの郎分に塗fJすれば防げることを縫カゐ

これを使用しため，

透水カップを H!I.、た透似測定装置は Fig. 3 

に示すとおりであって，試験片を通る

空気は，水中を泊して f'分泌度を含む

よ弓にした。透水カヅ 7'中の試験片を

j亘j泊].てきた気体中の水分を，ガラス
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Table 7. ラワン介阪の透ilJ~長

The water vapour perrneability of Lauan plywood glued with urea-formaldehyde 

resin adhesive mixing paraffin wax ernulsion 

Marksl 
Preparation 

A B C D E F of adhesive 
and W. V. P. 

Urea resin山sivel 100 100 100 100 100 lC コ

Para伍n wax 
。 2 b 10 20 ernulsion 

Hardener 5 5 5 5 5 5 
wιervapourl 
p(eg r111eability 0.91 8X1040.898ﾗ1030.857ﾗ1030.4qOX1 030.510ﾗ1020347ﾗ101 

/hr.c削2)

管中の吸湿剤シリカダルにl吸着させ， I攻淑芹jの重量増加を iJ判定した。

マノメーターで圧力を測定したところ，測定期間 (240 時間)中 460~500 mm であった。浜f定問 l汲湿

剤:三水の逆流を防ぐためマノメーターとすヅカーの問にl弘之 ruJ~管および泊所し防止瓶を用いた。|附!置された空

気を，透水カツ 7'を経て|吸引するためサッカーを用いた。

透湿量の測定はIßí.ii品斉Ijの重量増加により算出したc そのがi巣はTable 7 のとおりである n

W2-W , 
jを i!ið.量: (、 Water vapour perrneability)=": -'" (g/hr'c削2) ••.•••••.•.• (1) 

t .A 

W，: 水分!及湖沼のi削減剤の重量 Weight of water vapour absorber before absorbing. 

W2: 水分吸湿後のIYÆ訪問 IJの重量 Weight of water vapour absorber after absorbing. 

t :透湿処理した時間 Tirne for treating of absorption. 

A: 透水カ Y プの内Wî積 Inner area of perm巴ability tester. 

V 試験結果に対する考察

1. パラフインェマルジョン(以下単に P.E. と略す)添加による尿素樹脂接着剤の変化

Table 3 に示すような配合により P.E. および硬化斉Ijを添加した場合に， P.E. の添加量が増大する

につれて粘度は低下し，また P. E. の pH が中性である I~q係から，添加量の増加につれて Table 4 ìこ示

すように若干中性il!Uに傾いているの謬化時間は尿素樹脂に対して P.E. を 10% 以と添加すると，急激に

増加するつ尿素樹脂の中に P.E. が混和して， 尿素樹附自体の穆化を~、し、かえるとせの納合を抑制j し

て，謬イヒ時聞が延長されるものである。

2. P.E. 添加した尿素樹脂接着斉Jjによるラワンおよびカパ合板の接着性能

常態接着陣能はラワンおよびカバfTi阪のいずれにおいても， P.E. の添加量によってあまり差異がない{

温冷水試験の結果は，常態接着性能に比して P.E. の添加量によってやや低下しているが， 実用上支障

のない接着性能を有している ζ

3. 透湿性

Fig. 2 および 3 のような装置によって測定した結果は， Table 7 のとおりであるが，尿素樹脂に対し

て 1~2% 程度 P.E. を添加しでも効果がないが， 5~20% では相当の効果があるように思われる。

4. パーテイクルボードの製造

パーテイクルボードを製造する際に P.E. を尿素樹脂に対して1O~20% 添加することが多いが， そ



1ì' ~ii":'闘する研究 (zr; 10 報) (姻同) 55 一一

の添加による接着険能や透泌性への影響を推測する資料となるものと思われるご

\1 摘要

介阪，ランベーコア一合紋，パーテイクルボード等の接菅hζ よる改良木材の多くは，尿素樹脂接着剤に

よって援者されている。これらの改込木材のうわ，ペーテイクルボードιおいては，パラフインを添加す

ることによって HIl~気的性質の改良を行って L 、るむこの二とから合板:こおL 、ても，合板の接著作11を耐水性化

または疎水性化して 11!日iを向上させるため，パラフイン接着剤に添加して，ラワンおよびカパ合板を作製

し，その接高性能および透?tw. j~:について試験を行った。その結果を梨約すると次のとおりである。

1. パラフインエマルジョンの添加量が増加する tこつれて， F占度は著しく低1、 L ， pH はほとんど変化

L ないで，勝イヒ時聞は1O~20% 添加すると大慨に延長することができる。

2. ラワンおよびカ"合阪のいずれにおいても，活態援者'11'能は 209，&添加しでもほとんど変化しない

が，耐水f足音性能はやや低下する。

3. 透脳性はペラフイミ/ J. マルジョンを1O~20% 添加すると， 尿素樹脂当i休で按著した fT仮に比し

て， J盃混景は 1/2~1/3 に低下せしめることができる c
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Studies on Plywood (Rep. No. 10) 
On the effects of addition of paraffin wax emulsion to urea.イorrnaldehyde

resin adhesive upon the adhesion property of plywood 

Kunisuke HORIOKA 

( R駸um飩 

In improved wood , such as plywood , lumber-core plywood , particle board and others , 

urea-formald巴hyde resin adhesive is used when manufacturing by means of adhesion , 

while in particle board manufacture , that adhesive is used and para旺in wax emulsion , 

in order to improve the property of water vapour absorption. Seeking to improve the 

property of plywood , we made some specimen lau日n plywood and birch plywood , then 

tested the properties of adhesion and the water vapour permeability of these plywoods. 

From the results we obtained the following particulars: 

1. As the addition of the paraffin wax emulsion is increased , the viscosity of 

adhesive gets lower, but its pH value scarcely changes at all; however , its gel-time is 

longer when the paraffin wax emulsion is added in the ratio of 1O~2() to 100 parts of 

urea res JI1. 

2. The property of normal adhesion of lauan and birch plywood glued with urea 

formaldehyd巴 resin adhesive and para伍n wax emuJsion mixed did not change noticeably , 

but the property of water-proof adhesion was slightly Jess. 

3. The vapour permeability of lauan plywood , when the urea resin adhesive (11111 

parts) with mixed paraffin wax emuJsion 10-20 parts is used , has 1/2 01・ 1/3 of the 

permeability of plywood gJued with urea resin adhesive only. 

4. Th巴 amount used in particle board production will vary with the type of product 

desired , and may range from 4 to 15 per cent , although the amount of resin for most 

boards will be around 6 to 9 per cent. Urea resins are usually introduced in water 

solution's which c011tain about 50 to 60 percentage solids , and mixec1 with paraffin wax 

emulsion. From this experiment , it is asserted that the adding of paraffin wax emulsion 

to urea resin adhesive c10es 110t change the property of adhesio11 of particle board , and 

the water vapour permeability of particle board is improved. 


